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概要 生 物 の 生 殖 現 象 に は gonadotropins や steroid 　ho  。 nes 力穣 雑 に 関 与 し て い る が，習慣性流 産 や 機 能 性

不 妊症 と呼 ば れ る も の の 中 に は 免 疫 学 的 な 機 序 が 関 与 し て い る もの も あ る と 考 え ら れ る．こ の 観 点 か ら 薯 者 ら

は HCG を 家 兎 に 投与 し て 抗 HCG 血 清 （hemagglutination　reaction で 1 ：5120以 上 ） を作 製 し，こ の 血 清 を

性 周 期 の 正 し い Wistar系 メ ス ラ ツ ト お よ び 妊 娠 中 の ラ ッ ト に 投 与 し て そ の 影 響を 観 察 し た ．そ の 結 果 次 の 成 績

が 得 ら れ た ，

　 （1）　 抗 HCG 血 清 は 寒天 ゲ ル 内拡 散 法 で HCG の 他 に ，ラ ッ トH ｛ と も交 差 反 応 を 示 し ，1・IMG と も
一一

本 の 沈 降線 が み ら れ た．

　 （2 ）　 こ の l！止清 を 正 常性 周 期 を 示 す メ ス ラ ッ ト の 発 情 餠期 の 午 前 9 〜10時 に 投 与 す る と， 皮 ド注 で は

0．2ml 以 上 ，静 脈注 射 で は O．lml 以 ⊥ で 大 部 分 の ラ ツ ト は 性 周 期が 抑 制 さ れ anestrus と なっ た．

　 （3）　 妊 娠 ラ ツ ト に 対 し，妊娠 第 1 日 目か ら 5 日 間 抗 血 清 を 腹 睦 内 に 投与 す る と，　 1 日 0．3ml で は 9 例

中 2 例 （2？“．2％） に ， 0．5ml で は 7 例 中 2 例 （28．6％）に 胎 仔 の 死 亡 や conceptus の 種 々 の 1璋害像 を 認 め た ，

　 （4）　 妊 娠第 1 日 目か ら 1G口 問 の 連続 投 与 で は 1 日 0．3ml で 5 例 中 2 例 （40％），0．5ml で は 7 例 rl ： 4

例 （o
「7，1％）と高 率 に 上 記 の 様 な 妊 娠の 異 常 が 生 じ た ．

　 （5 ）　 妊 娠 後 半 の 第 13口 か ら第 17 日 ま で の 5 日 間抗 血 清 O ．5ml を 投与 し た 群 で は 異 常 は 認 め ら れ な か っ

た．
　 こ れ ら の 成 績 1・X生 殖 現 象 に 及 ぼ す 免疫の 関 与を 示 唆す る と 共 に ，不 育症 や 不 妊 症 な ど の 病 態 を 解 明す る 上 で

の 資 と も な る と 考 え ら れ る．

　　　　　　　　　 緒 　　言

　gonadotrop三n （以卞G と略） 療法 に 際 し
， 抗体

が産生 され て 次第 に効果が無 くな る こ とが知 られ

て い る．こ う した 当該 ホ ル モ ン の 作用を中和 ，減

弱 させ る物質は antihormone と呼1まれて Selye ら

（1934a，
b），

　 Bachmann 　ら （］934）や 　Parkes ら

（1936）に よ り発表 され て き て い る． そ の 後 も異

種動物の G で ラ ッ ト，
一
？ ウ ス 等を受動 ある い は能

動免疫化する と，オ ス で は 精子産生や hbid・ の 低

下 ，睾丸の i萎縮が み られ る こ と， メ ス で ぽ 性周

期 ，
’
1非卵が阻 害され る こ とが報告 され た （Quadri

et 　 al ．1966，　 Wakabayashi　 et 　 al ．1966
，
　 Talaat

etal1969 ）．ま た ， 抗 LH 抗体を 妊娠中 の ラ ヅ

トや家兎 に 投与す る と着床 の 阻害や妊娠 の 中絶が

起 こ る こ と も報告 され て い る （Spies　et　aL 　 1967
，

HayashiCla 　et　aI ， 1963
，
　Loewit 　 et　 a1

，
1969a ）．

　免疫学 の 進歩 と共に
，

こ うし た蛋白性ホ ル モ ン

の 抗原性 を利用 して ホ ル モ ン 測定法 と し て 応用 さ

れ て い る が
， 近年 ，生殖 とい う複雑な生物現象を

免疫学 の 立場か ら解明し よ うどす る試み も盛．ん で

ある． 生殖の メ カ ニ ズ ム を 免疫学的 ア ブ ロ
ー

チ

の み で 解明 し得 る もの で は な い が ，所謂 ，
Tyler

（1967） の 提唱す る immunoreproduction とい う こ

の 領域 は 受精 ， 着床，妊 娠分娩 とい つ た
一連 の 生

殖過程 に っ い て 免疫学 的方法 で 分析解明し よ うと

す る分野 と い わ れ て い る ，さ らに は ，排卵や性周
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期に 関 し て も抗ホ ル モ ン を用 い て そ の 機構 の 神秘

を 解 ぎ明か そ うとす る 研究 もあ り ， 著者 らも 抗

HCG 抗体の ラ ッ トの性周期 ， 妊娠 に及ぼす影響

を検討し た の で報告する ，

　　　　　　 実験材料 および方法

　 1．抗休作製法

　HCG （APL ，
　Ayerest　Iaborat．）80   を 2ml の 生

理 的食塩水 に 溶解 し
，

こ れ と 同量 の comp 工ete

Freunds’

adjuvant （Difco）とを よ く混合 して emul −

sion を 作 り ， 成熟 オ ス 家兎の 皮内ある い は皮下 の

数個所に 分割注射 した． こ れ を 1週間聞隔で 4 回

繰 り返 し， 最後の 注射か ら7 〜 10日後に HCG （同

上 ）50mg を生食水 4ml に 溶解 し て booster　injection

を静脈内に 行なつ た ．そ の 後 ，
10 日後に 耳静脈よ

り採血 し て 抗体価 を HCG 感作赤血 球凝集反応

で 検定 し ，
1 ： 5 ， 120以上 の 場合 に は 頚動脈よ

り採血 ， 血清を 分離し た ．抗体価 の 低 い 時は 1 ：

5，120以 上 に な る ま で booster　injectionを繰 り返

した ． こ の 抗血清は 使用 ま で 一20℃ に 保存し た

（図 1 ）．

図 1　抗 HCG 家 兎血 清 の 作製法

　　 Preparation　of 　Rabbit　Anti−HCG 　Ser 

HCG （APL ）80mg 　dissolved　in　2ml　saline 　solu 口on

　　　I
emulsified 　with 　2皿 l　of　 complete 　F 肥 und5

，

　adjuv 觚

　　 　 I
injected　intrade  aly 　and 　subcutaneously 　to

mature 　 male 　 rabbit 　four　times 　 at　 weekly 　intervals

　　 　 I
100r 　14　days　after　the　final　 injection，　booster
inlection　administered 　intravenously（API．50mg
with 　2ml 。f　nor 皿 al　saline ）
　　 　 l
one 　 week 　after 　the　booster　injection

，
　blood

collected 　from　the　 ear 　 arteries

　　　I
the　antiserum 　 were 　checked 　on 　 antibody 　tite「

with 　using 　ta聡 ned 　 red −blood−cel ！hemaggulutination
reactlon

　　 　 I
hemaggulutination　titers　were 　 1：51200r 　higher

　　 　 l
bled　from　the 　jugular　artery

　　 　 l
ant1se   pooled　 and 　st。 red 　 at −200C　 until 　 use

　なお
，

こ の 血清の 特異性は Ouchterlony （1969）

の 寒天 ゲ ル 内拡散法で 検定し た ．

　 H ．実験動物

　実験に は生後 100日前後の WistaT 系成熟 メ ス

ラ ッ トを用 い
，

4 〜 5 周期腟 ス メ ア を 観察 し て 4

〜 5 口の 規則正 しい 性周期を示 す も の の み実験に

供 した．

　皿．実験 （1） 抗血清 の 性周期に 及ぼす影響．

　上記の 整調な性周期 を 示 す メ ス ラ ッ ト を 1群

6 匹ずつ 8 群に 分類し
， preestTusの 9 ．ooA ．M ．〜

10．00A ．M ．に 抗HCG 血 清 0 ．05
，

0．1， 0．2，

O．3m1 を背部皮下ある い は尾静脈 よ り静脈 内に

投与 し た ，そ の 後 も ひ き続き9．00A ．M ．に ス メ ア

を採取 して性 周期の 変化を観察 した．

　IV．実験 （2） 抗血 清の妊娠に 及ぼす影響

　成熟 メ ス ラ ッ ト を生殖能力を有す る オ ス ラ ッ ト

と同居 させ て 毎朝ス メ ァ の観察 を 行ない
，

estrus

で 精子 の 認め られた 日を妊娠 第 1 日 （Day　 1 ） と

し，こ の 日 よ り抗HCG 家兎血清 を次の 各群に分

類 して 腹腔内に 注射 した ，

　 Group 　l； 抗血 清（anti・HCG 　rabbit 　serum
，　AHS ）

の 0．1m1 を Day　1〜Day　5 に投与 し た群．

　Group 　2； AHS 　O．3ml を Day　1 〜 Day　5 に 投与

した 群．

　 Group　 3； AHS 　 O．5ml を 同様に 投与し た群．

　Group 　4； 正常家兎血 清 （normal 　 rabbit 　 serum
，

NRS ）0 ．5m1 を Day　1〜Day　5 に投与 した群

　Group 　5； AHS 　O．3ml を Day 　1 〜 Day10に 投与

した群．

　 Group　6；AHS 　O．5ml を 同様に 10日間投与 した

群．

　 Group　7； ARS 　O．5ml を Day　1 よ り10日間投与

した群．

　 Group　8； AHS 　O．5ml を Day13〜Day17 の 5 日

間投与 し た群．

　 そ の 後 ，
Group　1 〜 7 で は Day14 に

，
　 Group 　8 で

lX　Day エ9に 開腹 して 妊娠 の 状態を観察 した ，

　　　　　　　　　 実験成績

　 1．抗血清の 特異性

　 Ouchterlony の寒天ゲ ル 内拡散法で 抗 H 　C 　G 家
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兎血清の ラ ッ トLH ，
　 FSH

，
　prolactin， な らび に H

CG ，　 HMG との 交差反応を検討 し た 結果 ，
　 HC

G お よび ラ ッ ト LH に 対 し て は 二 本 の 沈降線 を 形

成 し
，

HMG と の 聞 に も一本 の 沈降線が認め られ

た ．ラ ッ ト FSH ，　 pr・lactin とは 交差反応が み ら

れなか っ た （図 2 ），

図 2　 0uchterlony 法 に ょ る 抗HCG 血 清 の 分析

 

 

 

匝
◎

 

 

A ： anti ．HCG 　 serum
，
　 B ： rat −LH

，
　 C ： rat −FS 且

，

D ： normal 　 rabbit 　 serum
，
　 E ： HCG

，
　 F ： HMG ，

G ： rat −Prolactin．

図 3　 発 情前 期 に 抗 HCG 血 清 0．05，　 0．1m1 を 皮

　 　 下 投 与 し た 時 の ラ ッ ト牲周 期 の 変 化．

（曲 線 の 上 段 は estrus ，中段 は proestrus，　metestrus ，
下段 は diestrusを 示 す．）

　 H ．性周期に 対す る影 響

　 （1） 皮下注射の 例で は，図 3 〜 4 に 示 す様に

抗血 清 0．05 ， 0．1ml の 投 EJIで は性周期に 殆ん ど

影響を及ぼ さ な い が ， 〔｝．2ml 以上で は 大部分 の

ラ ッ ト で 排卵は 抑制 さ れ た ．

図 4　抗 HCG 血 清 0．2， 0．3ml 皮 下 投 与 に よ る

　 　 ラ ッ ト 性 周 期 の 変化．

図 5　 抗HCG 血 清 の 静 脈 内投 与 に よ る ラ ッ ト 性

　　 周 期 の 変化．　 O．lml 投 与 に よ り一・部 で 性周

　　 期 の 抑制 が み ら れ る ．

　 （2） 静注 の 場 合には 図 5 〜 6 に 示 す如く，抗

血 清 0．1m1 で も 6例 中 5 例で 排卵 が ブ P
ヅ ク さ

れ ， 0．2 ， 0，3m1 投与 で は anestrus の 状態が長

い 例 で 2 週期以、瞬こ お よん だ．

　 皿．妊娠 に 対す る影響

　表 1に 示 す 如 く，妊娠 初期 に 5 口間投与 し た

群 で は ，AHSO ．3ml 投与群 で 9 例巾 2 例 に ，

O．5ml 投与群 で 7 例中 2 例 に 流産 や 胎仔 の 死

亡 ，吸収な どの 妊娠 の異常が認め られ た． こ の 様

N 工工
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図 6　抗｝｛CG 血清 O．2，　0．3ml を 静 注 し た 時 の

　　 性周 期 の 変 化．性 周 期 は 著 明 に 抑 制 さ れ ，

　 　 anestrUS と な る．

川 　越 他

な異常は AHSO ．3ml を 10日間連続投与 した 群

（Group　5 ） で 5 例中 2 例 に
，
　Group 　6 の 0．5ml 投

与例 で は 7 例中 4 例 と高率に 認めた ．

　正常家兎血清投与群や AHS を妊娠後半期に 投

与 し た群 で は共に 妊 娠 に対す る影響 はみ られなか

つ た ．

　　　　　　 考案および結語

　性周期 の 調節や妊娠 の 維持機構に は gonadotro −

pins（G）や steroid 　ho   ones が複雑に 閨与し て い

る と考 え られ る．一方 ， 下垂 体 G を 異種動物 に

投与する と，そ の recipient 動物 は 次第 に G に

insensitive とな る こ と ，
ま た

， そ の 動物の 血清を

507

無処置の 動 物に 投与す ると後者 もG に insensitive

に な る こ とカミ Collip一
派 （Collip　 et 　al

， 1934 ，

Selye　et 　aL 　1934a，
b

，
　Bachmann 　 et 　al ・1934）に よ

り報告され ， 抗体の 生ず る こ とが示唆された．し

た が つ て
， 精製された G に 対する抗体 を 用い れ ば

或 る一種の G の 作用 の みを抑制 し得て ，そ の G の

生理作用を検討す る こ とも可能で あ る．

　Laurence ら （1968，
1969 ） は ウ シ LH を ad −

juvantと共 に メ ス ラ ッ トに 投与し ， 能動免疫 を

施す こ とで発情周期が 消失し
， 排卵が ブ ロ

ッ ク さ

れ る こ と，こ の ラ ッ トの 卵巣組織所見で は卵胞の

発育は殆ん ど抑制され て い ない が ，黄体組織の 欠

乏が著明で あっ た と報告し て い る．ま た ，抗ウ シ

LH 家兎血清を用 い て受動免疫 し て も同様で あつ

た とい う．Boudrel（1961）や Young ら （1963） も

ヒ ツ ジ LH で 家兎を 免疫 し，そ の 血 清を メ ス ラ ッ

トに 投与 して diestrusとな る こ とを 報告 して お

り，
メ ス 家兎で も抗 LH 血清を交尾直後に 投与す

る と排卵が 生 じ な い し， HCG や LH を 投与 し

て も排卵が誘発されな くな る と述べ て い る ．しか

し ， 抗血清の 投与を 90〜 120分遅 らせ る と排卵が

み られ るとい う　（Quadri　 et 　al
， 1966 ，

　 Betteridge

et 　a ！
，
1971

，
　 Mori　et　al ， 1967）．こ れ は マ ウ ス に

於 い て も同様で ある （Sasamoto， 1969）．こ れ らの

成績は ブ タ ， ウ シ
，

ヒ ッ ジ ら の Lme 対する抗血

清が内因性 な らび に外因性の G （LH ） の作用を

中和す る こ とを示す と共に ， 能動免疫に よ る もの

は 異種動物 の LH と内因性 の LH とに 共通の 抗体

表 1　 抗 HCG 血 清 の ラ ツ ト 妊 娠 に 及 ぼ す 影響

Group12345678 SerumAHSAHSAHSNRSAHSAHSNRSAHS
Injection
Dose（ml ）

0．1O

．30

．50
．5O
．30

．50

．50

．5

Days　ofGestation

for　Injectio皿

　 　 1− 51
− 51
− 51
− 51
− 101

− 101
− 10

No．　 ofPregnant

Rats5
＊

97PO575

13− 17 10

No．　ofAborted
　 Rats0219

　　（22．2）

217　　（28．6）
0215

　　（40．0）

4／7　　（57．1）＊＊

00

AHS ； anti ．HCG 　serum ，
　NRS ； normal 　 rabbit 　serum ，

＊ certi 丘ed 　on 　14　days　of 　gestation ，　（　）
＊＊ abortion 　ratel
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図 7　 正 常家 兎 血 清投与 （a ） と 抗HCG 血 清 投 与

　　 （b） に よ る 妊娠 第 11冖 目 の 予 宮 の 変化．（a）

　　 で は 異 常 が 認 め られ な い が （b）で 濃 胎 仔 の

　　 数 も少 な く，黒 ず ん で 既 に 死 亡 し て い る の が

　　 判 る．

　　　　　　　　　 （a ）

図 7 − （b）

に よ る autoimmune 　phenomenone とも解 され よ

う．

　著者 らは HCG を adjuvant と共に家兎に投与

し て 免疫 し ，そ の 抗HCGlfnFR を メ ス ラ ヅ トの

proestrusの 9．00〜 10 ．00A．M ．に投与す る こ とで

高率に anestrus とな り排卵 の 生 じな い こ とを認め

た ． こ の 抗血 清は ラ ッ ト LH とも交差反応 を 示 し

た こ とか ら，下垂体性 LH の排卵作用を阻 止 した

もの と推 定 さ れ る．ancstrus の 状態は 長 い 例 で は

2 週期以 Lに もお よ ん だ が ，
Bindon （1970） の 報

図 8　抗HCG 血 清 投 与 を 受 け た 妊 娠 ラ ツ ト の 胎

　　 盤．一部 に 於 い て necrQsis に 陥 つ て い る （右

　　 側 ），

告で は ウ サ ギ γ一globurin の 半減期が 5 日で あ り，

抗休もそ の間存続す る と い う こ とか らも理解 され

る．

　 正常 メ ス ラ ッ トで は estrus の 1．00〜2．30A．M ，

に 排卵が起 こ り， proestrus の 2．00〜4 ．00P ．M ．に

critical 　period が存在す る とい わ れ て い るが（Eve −

rett
， 1961

，
　 Ho 圧man 　 et　 aL 　1965） Boudrel ら

（1963） も 抗 ヒ ッ ジ LH 家兎di／XE・を 排卵推定 の

36時閧前か ら皮下注射す る と
， 注射を続 け て い る

間 estrus が抑 え られ る と報告 し て い る，　 Kelly ら

（1963） も proestrus の 1．00・− 4．OOP．M ．で 抗血

清 を 投与し た と こ ろ ， 腟 ス メ ア で は estrUS を 示

す が ，排卵は ブ ロ ッ ク され た と述 べ て い る． こ の

こ とは LH −surge に 必要 な estrogen の 分泌 は起

こ つ て い て も排卵 ホ ル モ ン （1．H ）　の 作用 が 抑

制 さ れ た こ とを 示す も の で あ り ，
Schwartz ら

（196
．7

，
1970 ） も同様に 1 ．OOP ．M 、ある い は 3 ．00

〜4．00P．M ．に 抗 血清を投 与 した ラ ッ Fで は ILH

の 放出が 起 こ っ て い て も排卵 が み られず ，
5．OO

P ．M ．に 投与 し た ラ ッ トで は 全例排卵があつ た と

報告 して い る． 一
方 ，diestrusで 投与 し た 場 合 に

は よ り少量 の 抗血 清を 用い て も排卵は 抑制され ，

腟 ス メ ァ で も角化細胞の 出現 が 認 め られな くな

る．し た が つ て ，estrogen の 分泌 も抑制 された も

の と推 定 され る．ま た ，排卵推定 R に F重体 LH

の 含有量を み る と， diestrusに 投与 し た群 （A ）

で は 14，7μ g， proestrusの 午後に 投 ワした 群 （B ）
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で は 11．41sg， 無処置群 （C ）で 10．4ttg， こ の C 群

の proestrusの 時期に は 14．2μg で あ る こ とか ら，

A 群で は 1．H の 放出 の 起 きて い ない こ とを示 し ，

腟角化作用の 認め られ な い こ とか ら して も LH 放

出 の trigger と考 え られ る eStr ・gen の 分泌障害

に よ る排卵抑制 と推察 さ れる． B 群 の 排卵抑制

は血 中 レ ベ ル で の LH の 中和作用に よ る と考 え ら

れ ，
し た が っ て ，こ の 様 な例 で 1＊　 estrus の発現を

み て も不思議 で は な い ．著者 らの 例で は proestrus

の 午前中に 投与 し た と こ ろ で estrus の 出現 が 認

め られず ，est ・ogen の 分泌 も阻止され た もの と思

わ れ る が ，
こ れ ら抗 LH

， 抗HCG 抗体が如何な

る機序で estr・gen の 分泌を抑制す る の か は 明確

に さ れ て い な い ．

　抗 G 抗体 の 妊娠に対す る影響に っ い て は ，／937

年に ROwlands （1937）が ウ シ の 下垂体抽出物 に

対す る抗家兎血清を妊娠中の 家兎に投与する こ と

で 着床 の 阻害や 胎仔 の rejection が 起 こ る こ と

を報告 して い る， そ の 後 ，
Spies ら （1967）は ヒ

ッ ジ LH の 抗家兎血清を妊娠家兎に対 し ， 交尾後

3 〜11目ある い は 11〜18日に 毎 日静注す る と，妊

娠黄体の 退化 と胎仔 の 完全 な吸収 とが起 こ ると述

べ て い る． 著者 らは 家兎 の 抗HCG 血清 0 ，5m1

を妊娠 ラ ッ トの 妊娠第 1 日目か ら毎 日10日間腹腔

内に 投与 し て
，
57％に 胎仔 の 死亡 や 流産を 認め て

い る． Hayashida ら （1963）に よれ ば ，抗 ヒ ツ

ジ LH 家兎血 清を妊娠 ラ ッ トの 腹腔内に 第 1 目 目

か ら 5 日闘ある い は 6 目 目よ り11 日 目まで投与 し

て
， 前者で は 着床 の 阻害 ， 後者で は 着床部位 の

reabsorption がみ られた と報告 し て い る．し か し，

妊娠後半の第 13〜15日目の 投与 で は 影響 が み ら

れな か っ た とし・ う．　 Loewit ら　（1969 　a ）　も抗 ウ

シ LH 家兎血 清で 同様 の 結果を 得て い る． 著者

らも 妊娠第13 日目 か ら 5 口間前記抗血清 0．5ml

を連 日腹腔内に 投与 し たが
， 妊娠 に 何 ら影響を認

め な か っ た ．また ， Spies ら （工967）は 抗 LH 血

清と同時 に progesterone を 投与 した 家兎で は 妊i

娠は 正 常に 維持 され ，
こ れ は妊娠初期に卵巣摘除

を行なっ て progesterone を投与 して も 同じ 結果

が得 られ ると述べ て い る．さ らに
， 抗血清十 estra 一

diol の 投与を受けた家兎で も妊娠 の 中絶 は 起 ぎ

な い とい う． こ れ らの こ とか ら ， 妊娠初期で は 下

垂体 LH の 作用が抗休に よ り中和 され て妊娠黄体

の 機能が維持されず，ス テ ロ イ ド産生が不十分 と

な り妊娠が継続 されな い の で あ り，後期で は胎盤

か ら G 様作用 の 物質が分泌 され る の で 抗 G 血清 の

影響を受 けな い もの と推定され る． こ れは ラ ッ ト

で 妊娠 の 第11口以前に 下垂 体摘除を行 な うと妊娠

が継続 されない の に
， それ以後 で は 下垂体を摘除

して も妊娠 の 状態 に 変化がない とい う報告 （Pen・

charz 　 et 　al，1933 ，
　 Selye　et　al ，1933，

　 Sammelwitz

et 　al
，
1961） に よ つ て も裏付け られ る．著者 らの

用い た 抗HCG 家兎血清 の 影響 も，抗血清が ラ ッ

ト LH と交差反応を示す こ とか ら， 同様 の 機序に

よ る もの で あろ う．

　 さ らに
， 抗 LH 抗体投与時に 於け る卵巣の 20 α一

hydroxystereid　dehydrogenase　（20α 一〇 HSDH ）や

ds−3β圏hydroxysteroid　dehydrogenase（lis．3β一〇HSD

H ）の 変化 を検討 した報告もみ られ る （Leewit 　et

al
， 196gb

，
Chang　et　al，1971 ）．すなわ ち ， 妊娠

初期に は progesterone 産生の 急激な増加 と 20 α一

〇 Hprogesterone の 低下がみ られるが （Fajer　et

a1，1967 ）， 両者 の interconversionに は 20α一〇HSDH

が関与 し，妊娠 中に は こ の 酵素活性 は 初期 か ら

急激に 低下 し て分娩の直前ま で は検 出不能 とな る

（Loewit　et　a1 ，　1969b，　Kidwell　et 　al
， 1966）．妊

娠黄体 中に こ の 酵素活性 が 証明 され る こ とは 黄

体 の 変性か機能低下を意味す る も の とされて い る

（Wiest　et 　 al
， 1968）．一

方，　 ds−3β一〇 HSDH は こ

れ と正反対 の パ タ
ー

ン を 示 し
，
妊娠後半期 に は 活

性が上昇する （Loewit　 et 　 al
， 1969h）．ラ ッ 1・の 妊

娠 第 7 〜11日に 抗 LH 血清を投与す る と胎仔の 死

亡 ，吸収の 起 こ る こ とは 前述 の 通 りで あ るが
，

こ

の ラ ッ トの 卵巣で は 20α一〇HSDH は 強い 活性を

示 し
，
d5−3β・OHSDH は非妊時 の 値と同様の レ ベ

ル に 低下 し て い る．抗血清 と同時に progesterone

を投 与 し た ラ ッ トで は 妊娠 は 正常に 維持 され ，
こ

れ ら酵素活性 も正常で 20α 一〇 HSDH は 検出され

ず ，
dS−3β一〇HSDH は上昇 し て い る．また ， 第14

〜18日 に 抗血清を投与 して も妊娠に影響はみ られ
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な い が
，

こ の 時の 酵素活性に も変化は 認め られな

し・　（1」oewit 　et 　a1 ，　1969b ），

　こ れ らの こ とか ら ラ ッ トの 妊娠黄体 の 機能維持

に LH が重要な役を 演 じ ，

．
抗 LH ， 抗 HCG 抗体

がそ の 作用を 中和 し，妊娠 の 継続を不能に す る も

の と思わ れる．

　以上 ， 抗HCG 血清の ラ ッ トの 妊娠 ， 排卵に 及

ぼす影響に つ い て検討した が ，
こ れ ら抗 G 抗体を

用 い て G の 生理作用の検討，不妊，不育症 の 免疫

学的ア プ ロ
ー

チ ，さ らに は抗 G に よ る避妊 な どを

考える 上 で 意義 ある もの と思 う．

　本論文 の 要 旨 は 47年度，第 17回 日本不 妊 学 会総会 に 於

い て 発表 し た．
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